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平成３０年度　第２回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成30年１２月5日（水）18:00～19:30
場　所
：大阪府公館
出席者　：委員）大石会長・阿部委員・市川委員・多田委員・田中委員・鶴田委員・馬場委員・弘本委員
計8名（欠席：柴田委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
（1）・（2）大津川水系・佐野川水系の河川整備の事業評価について
○南海地震に対する護岸の安全性に関する府民意見について、回答を追記するべきでは。
●追記する。
○維持管理に関する取組みについて、沿川にお住まいの方々から通報や指摘をしていただける体制構築も必要では。
●毎年の点検結果を公表する際、地域住民の皆さまに「身近な河川や砂防施設の異常を発見された場合には、お知らせください」とのお願いをしており、引き続き取組む。
○維持管理に関する取組みについて、参考資料に記載しているアドプト団体やNPO団体とも連携した取組みも府民意見に対する回答に追記するべきでは。
●追記する。
○「大津川水系の河川整備の事業評価」及び「佐野川水系の河川整備の事業評価」については、本日までの審議をもって「府の対応方針（原案）は適切」と答申する。
（3）大和川水系西除川ブロックの河川整備の事業評価について
○事業実施にあたっての環境に配慮した取組み事例について、そもそもなぜそのような取組みをしているのか、またその効果がどうであるのかなど、もう少し詳しい情報を記載・説明すること。また、取組み事例の位置関係が分かるようにするとよい。
●大阪府では管理河川において、定期的に「河川水辺の国勢調査」を実施しており、その中で生物の生息状況などを継続的に調査している。詳細情報を整理し、次回説明させていただく。
○西除川の狭山池ダム下流の事業について、前回評価時と比べて氾濫の広がり方が変わっているように見えるが、河川改修に加えて地盤高さの評価なども影響しているのか。
●そのとおり。
○耐水型整備区間における土地利用誘導について、どのような取組みを行っているのか、また河川事業として実施する手法があるのか。
●土地利用誘導については、当該区間の自治会に対してリスク情報の説明会を開催し、住まい方の工夫を促すとともに、市の開発窓口や宅建協会へ洪水リスクの周知を行い、当該地域における新たな開発の抑制に取り組んでいる。また河川事業の手法としては、宅地の嵩上げや輪中堤の設置を行うことができる「土地利用一体型水防災事業」があるが、事業採択には災害危険区域の指定等の課題があるため、実施にあたっては、全国の他事例などを参考にして検討していく。また今後、治水専門部会において「自然災害（洪水）とまちづくりに関する取組み」の中で具体的な取組みについて審議いただく予定。
○西除川には狭山池ダムがあるが、西除川ブロックにおいて総合治水的な取組みはあるのか。
●大和川流域では過年度より流出抑制に取り組んでおり、開発時の調整池の設置基準を設けている。
○「社会情勢に変化がない」と記載しているが、どの側面を捉えて変化がないと記載しているのか。治水事業に関する側面だけでも、社会全体の高齢化が進み今夏の西日本豪雨では要配慮者に被害が集中するなど明らかな変化が窺える。また、建設事業の担い手確保などさまざまな情勢の変化が考えられるのでは。現時点でも建設事業の人手不足などが言われている中、万博の開催が決まり、今後さまざまな都市基盤整備が増えてくると想像され、そういった社会情勢の変化への対応はどのように考えているのか。
○全国で頻発する近年の水害を踏まえると、むしろ事業の必要性はますます高まっているのではないか。
●ここで記載している社会情勢とは、河川が氾濫した際の影響という観点で流域内の資産や人口だけで捉えて記載しているが、ご指摘のとおり、治水事業に関する側面で記述を修正する。
●職人が減少している傾向などもあり、IT化や機械の活用などを検討していく必要があると考えている。

○落堀川の「洪水時の影響」が前回評価時と比べて大きく変わっているが、5年間でこれだけ変わったのか。
●事業着手前時点と比較しており、落堀川は昭和61年時点と比べている。誤解を招かいないよう、条件を明記する。
○宅地嵩上げは府がするのか、土地所有者がするのか。B/Cはどう見込んでいるのか。
●実施にあたっては、土地所有者に実施していただく促しと合わせて府が実施するスキームを検討している。B/Cは、府が宅地嵩上げすることで算定している。
○ともに狭山池ダムから放流される西除川と東除川で水質が異なるのはなぜか。
●狭山水みらいセンターからの処理水の放流、農水として利用した水の放流などが影響していると考えられる。なお、平常時は狭山池ダムから東除川には放流していない。
○「大和川水系西除川ブロックの河川整備の事業評価」については、府民意見募集を開始し、現地視察を実施した上で次回以降継続審議とする。
大津川水系の河川整備の事業評価について


・「大津川水系の河川整備の事業評価」については、本日までの審議をもって「府の対応方針（原案）は適切」と答申する。


佐野川水系の河川整備の事業評価について


・「佐野川水系の河川整備の事業評価」については、本日までの審議をもって「府の対応方針（原案）は適切」と答申する。


大和川水系西除川ブロックの河川整備の事業評価について


・「大和川水系西除川ブロックの河川整備の事業評価」については、府民意見募集を開始し、現地視察を実施した上で次回以降継続審議とする。
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